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浅井星洲「枇杷に二匹猿之図」
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● 名鉄名古屋本線「妙興寺」駅下車、南口より徒歩約７分　
● JR東海道本線「尾張一宮」駅下車、タクシーで約１０分　● ニコニコふれあいバス「博物館西」下車、徒歩約５分

公式サイト

ichinomiya_city_museum
@138citymuseum

ichinomiya.city.museum
@138museum

一宮
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江
戸
時
代
は
、長
期
間
安
定
し
た
社
会
が
続
い
た
こ
と
で
、大
都
市
だ
け
で

な
く
、地
方
の
村
々
で
の
文
化
活
動
も
盛
ん
に
な
り
、地
域
文
化
を
支
え
た
画
人

た
ち
が
全
国
で
活
躍
し
ま
し
た
。彼
ら
は
地
域
の
文
化
人
と
し
て
、漢
詩
や
書
、

思
想
を
共
有
し
、時
に
幕
末
の
志
士
と
も
交
わ
り
な
が
ら
、知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
い
て
い
ま
し
た
。本
展
来
会
で
は
、浅
井
星
洲
や
吉
田
稼
雲
な
ど
、尾
張
西
北
部
で

活
動
し
て
い
た
画
人
の
作
品
と
交
流
関
係
を
紹
介
し
ま
す
。

浅井星洲（1788～1862）
　中島郡苅安賀村の庄屋に生まれ、京都
で学びました。猿の絵を得意とし、その絵は
「御留筆」（尾張藩主の許可がなければ、
人の求めに応じて描けない）でした。

吉田稼雲（1827～1875）
　中島郡小信中島村の酒造業の家に
生まれ、幕末に天誅組を率いて挙兵する
藤本鉄石と交友しました。門人も多く、
没後には顕彰碑も作られました。

〒491-0922　一宮市大和町妙興寺2390
TEL. 0586-46-3215　https://www.icm-jp.com

学芸員による展示説明会 日  時 4月19日（日）  午後13時30分～ 定  員 なし 参加費 無料（ただし、観覧料が必要） 申  込 不要

瀑布猿之図

梅水仙花図
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